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そ
の

一、.../
金

高血

の
戸
が

一
再
な
ら
ず
発
せ
ら
れ
る
所
以
は
何
で
あ
ら
う
か
。
顧
み
る
に
昭
和
二
十
一
年
二
月
金

融
緊
急
措
置
令
の
施
行
を
見
て
以
来
産
業
資
本
が
法
制
上
種
々
の
制
約
を
受
け
た
る
事
は
今
更

述
べ
る
迄
も
な
い
所
で
あ
る
が
、
そ
の
事
例
・
を
列
挙
す
る
に
左
の
如
〈
で
あ
る
。

ω
昭
和
二
十

一
年
二
月
金
融
蝶
急
措
置
令
の
施
行
に
よ
り
、
法
人
の
預
金
は
封
鎖
せ
ら
れ
る

と
共
に
、
貸
出
を
受
け
る
場
合
も
原
則
と
し
て
封
鎖
貸
付
の
方
法
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
ぐ
な
っ
た
。

間

昭

和

二

十

一
年
=
一
月
日
木
銀
行
を
除
〈
全
金
融
機
関
は
三
月
二
十
二
日
現
在
の
残
高
を
越

え
て
貸
出
を
行
ふ
』
』
と
を
原
則
と
し
て
柴
止
せ
ら
れ
た
。

間
昭
和
二
十
一
年
四
月
所
調
指
定
事
業
の
保
有
す
る
封
鎖
預
金
の
引
出
は
特
定
の
場
合
の
外

.禁
止
せ
ら
れ
た
。

凶

昭

和

二
十
一
年
六
月
金
制
機
関
の
事
提
・貸
金
供
給
は
原
則
と
し
て
貸
出
に
よ
る
こ
と
-
L

な

り
、
事
業
会
社
の
封
鎖
預
金
の
引
山
は
困
難
と
な
っ
た
。

問
昭
和
二
十
-
年
八
月
封
鎖
預
金
を
二
組
に
区
分
す
る
副
知
と
な
っ
た
が
、
法
人
の
封
鎖
預
金

は
僅
少
の
金
・
矧
・
彩
除
き
第
二
封
鎖
預
金
に
編
入
せ
ら
れ
、
事
業
資
金
の
金
融
機
関
依
存
度
は

高
ま
っ
た
。

附
昭
和
二
十
二
年
三
月
金
融
機
関
資
金
融
通
準
則
が
制
定
さ
れ
、
金
融
機
関
の
貸
出
は
自
由

預
金
増
加
額
の
二
分
の
一
に
限
度
を
訓
せ
ら
れ
た
る
の
み
な
ら
ず
、
貸
出
先
も
原
則
と
し
て

石
炭
、
鉄
鋼
を
中
核
と
す
る
霊
点
産
業
に
限
定
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

以
上
の
場
合
の
何
れ
に
付
て
み
て
も
産
業
資
木
が
相
当
の
傷
手
を
譲
り
金
融
資
本
に
対
す
る

依
存
度
を
高
め
た
2r
考
へ
る
の
も
一
応
無
理
は
な
い
し
、
殊
に
貸
出
抑
制
の
結
果
産
業
資
本
が

抱
迎
の
必
裂
に
迫
ら
れ
失
業
者
を
出
さ
ど
る
を
得
な
い
破
目
に
陥
り
た
る
場
合
、
非
難
の
声
が

金
融
資
本
に
対
し
て
集
中
さ
れ
る
の
も

一
応
尤
も
な
械
な
気
が
す
る
。
然
し
此
の
現
象
は
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
に
於
て
之
が
進
行
を
防
圧
す
る
為
め
採
用
せ
ら
れ
た
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

政
策
の
結
県
で
あ
っ
て
、

イ
ン
フ
レ

ー
シ

ョ
ン
逃
嵐
の
結
果
と
は
認
め
難
い
。
そ
の
場
合
念
融

資
本
は
国
家
乃
至
は
巾
央
銀
行
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
防
圧
政
策
の
突
行
機
関
と
し
て
作
用
し

て
ゐ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
も
は
や
自
己
独
自
の
立
助
か
ら
行
・
肋
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
成
程

預
金
封
鎖
、
封
鎖
貸
出
、
或
は
吏
に
進
ん
で
貸
出
禁
止
の
知
世
の
如
き
は
産
業
資
木
に
と
り
、

目
先
組
め
て
迷
惑
な
る
事
は
容
易
に
了
来
し
得
る
が
、
初
〈
も
イ
ン

フ
レ
l

シ
ヨ

γ
の
防
圧
を

一
回
大

至
上
の
命
令
と
す
る
限
り
、

‘

'v 然
し
乍
ら
最
後
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
イ
γ
フ
レ
1
シ
ヨ
ン
の
進
行
下
金
融
資

本
と
国
家
的
要
請
と
の
矛
盾
が
激
化
し
つ
L

あ
る
事
実
で
あ
る
。

蓋
し
上
述
の
如
ぐ
金
融
資
本

は
今
や
気
息
奄
々
た
る
が
岐
に
、
国
家
経
済
再
建
の
見
地
よ
り
は
不
急
不
要
な
る
事
業
に
対
し

て
も
そ
れ
が
高
率
の
刺
潤
を
挙
げ
る
限
り
に
於
て
兎
も
す
れ
ば
貸
出
を
行
ひ
勝
ち
な
傾
向
に
あ

る
か
ら
で
あ
り
、

金
融
資
本
に
対
す
る
最
も
重
大
な
批
判
は
突
は
此
の
点
に
集
中
さ
れ
な
け
れ

比
等
の
措
置
は
真
に

止
む
を
得
ざ
る
措
置
と
云
は
ね
ば
な
ら
な

ば
な
ら
な
い
。
此
の
観
点
か
ら
終
戦
後
に
於
け
る
金
融
資
本
の
貸
出
増
加
制
の
中
果
し
て
そ
の

競
何
が
其
に
経
済
再
建
上
必
要
な
部
門
に
投
入
せ
ら
れ
た
る
か
を
検
射
す
る
に
、
利
淵
制
中
高
き

不
急
不
裂
が
柴
に
相
当
量
の
資
金
が
供
給
せ
ら
れ
た
る
事
は
脊
定
し
仰
ぎ
る
事
実
で
あ
る
。
斯

く
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
下
具
に
緊
要
な
る
郁
楽
に
対
し
て
の
み
艇
先
的
に
資
金
を
供

給
す
る
為
め
に
は
、
金
融
資
木
に
対
す
る
悶
家
乃
至
は
中
央
銀
行
の
統
制
は
愈
々
強
化
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い。

M
mm
し
此
の
問
題
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
か
ら
そ
の
究
明
は
他
の
機
会
に
諮

る
こ
と
と
し
た
い。

(吉
野
)

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る

金
利
騰
貴
の
緩
慢
な
る
理
由
に
付
て

昭
和
詑
・

7
・
i

最
近
市
中
金
刺
の
昂
騰
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
手
形
貸
付
レ
l

ト
に
就
い
て
見
る
と
、
最

高
日
歩
三
銭
は
決
し
て
珍
ら
し
い
現
象
で
は
な
い
。
之
を
戦
時
中
の
日
歩

一
銭

一一胆
乃
至

一
銭

ご
胆
に
比
べ
れ
ば
、
約
三
倍
に
よ
っ
て
い
る
が
、
終
戦
後
の
東
京
卸
売
物
削
指
数
が
此
の
間
約

十
舶
に
鵬
抗
し
て
い
る
の
と
対
比
す
れ
ば
、
金
刺
の
騰
賀
市
昨
は
著
し
く
低
度
な
る
こ
と
が
分
明

す
る
。
第
一

次
大
戦
後
の
独
地
の
恐
性
イ
ン
フ
レ

ー
シ

ョ
ン
当
時
に
於
て
も
物
倒
は
天
文
学
的

に
奔
騰
し
た
に
も
拘
ら
ず
、

A
M
利
の
勝
批
は
遥
か
に
遅
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
例
へ
ば
、
ラ
イ

ヒ
ス
パ
ン
ク
の
公
定
制
引
歩
合
は
戦
時
中
の
豆
沼
が
イ
ン
フ
レ
1
シ
ヲ
ン
進
行
に
も
拘
ら
ず
、

永
〈
据
世
か
れ
、

一
九
二
二
年
七
月
に
至
っ
て
初
め
て
七
%
に
引
上
げ
ら
れ
、

前
後
順
次
引
上



ら
れ
た
も
の
え
一
九
三
三
年
後
期
の
破
波
期
に
至
っ
て
も
九

oumで
あ
り
、
戦
前
の
僅
か

一

λ
倍
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
斯
〈
の
如
〈
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
下
に
於
て
、
金
刺
の
勝
貴
は
物
価

の
騰
貴
に
遅
れ
る
が
、
か
L
司
令
金
刺
の
遅
れ
は
何
に
基
〈
も
の
で
あ
る
う
か
。
其
の
原
因
の
主

要
な
も
の
を
掲
記
し
て
見
ょ
う
。

金
利
の
脂
質
は
ヨ
リ
大
な
る
物
価
の
騰
貴
を
誘
発
す
る
こ
と
。

通
常
好
景
気
の
頂
点
に
達
し
た
場
合
金
利
の
引
上
は
、
財
界
に
対
す
る
赤
信
号
と
な
り
、

企
業
の
経
理
を
圧
迫
し
長
気
一
卜
降
へ
導
く
契
機
と
な
る
。
無
制
限
に
通
貨
が
濫
発
せ
ら
れ
通

貨
に
対
す
る
信
認
の
全
く
失
竪
せ
る
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
時
に
於
て
は
、
換
物
運
動
が

盛
行
し
、
思
惑
取
引
が
い
よ
1

1
1
狙
搬
を
料
め
る
結
果
、
如
何
に
金
利
が
引
上
げ
ら
れ
よ
う

と
も
企
業
は
之
を
す
べ
て
製
品
価
摘
に
転
川
賦
す
る
。
然
も
製
品
価
絡
の
鵬
貨
は
決
し
て
締
要

を
減
退
さ
せ
る
こ
と
な
〈
、
冊
格
が
勝
れ
ば
腕
る
程
一
般
に
将
来
の
値
上
が
信
じ
切
ら
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
に
対
す
る
需
要
は
益
々
多
〈
な
り
、
そ
の
需
要
は
更
に
価
格
を
騰
貴
せ
し

め
る
と
い
ふ
現
象
が
起
り
、
か
L
る
傾
向
は
各
前
田
川
に
披
及
し
、
物
価
は
蝶
旋
状
に
勝
賞
す

る
。
か
〈
て
金
利
の
引
上
は
、
ヨ
リ
大
な
る
物
価
の
腕
賞
を
惹
起
す
る
為
め
金
利
の
物
価
に

対
す
る
遅
れ
は
必
然
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

J
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(ロ)

金
利
に
物
価
勝
賞
率
を
見
込
む
こ
と
岡
離
な
る
こ
と
。

通
常
の
好
景
気
の
場
合
は
、
金
利
中
に
、
物
価
勝
貫
に
因
る
損
失
補
償
料
が
計
上
さ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
悪
性
イ
ン

フ
レ

ー
シ

ョ
ン
下
に
於
て
、
通
貨
価
値
の
時
々
刻
々
下

落
す
る
場
合
に
は
、
将
来
の
物
価
騰
貴
に
因
る
損
失
を
予
想
し
、
之
を
金
利
に
折
込
む
と
と

は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
此
の
場
合
金
融
機
関
と
し
て
は
貸
出
金
元
本
の
価
値
保
存
の
為

め
、
貸
出
利
率
の
引
上
よ
り
は
む
し
ろ
貸
出
金
元
本
そ
の
も
の
に
金
計
算
の
適
用
を
行
ふ
傾

向
が
強
い
。
ラ
イ
ヒ
エ
パ
ン
ク
が
、
マ
ル
ク
価
値
の
全
〈
破
披
し
た
為
め
、
一
九
=
=
一
年
八

月
よ
り
貸
出
金
回
収
に
原
則
と
し
て
金
計
算
の
採
用
を
行
っ
た
と
と
は
示
唆
深
い
こ
と
で
あ

る
。
斯
〈
悪
性
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
下
に
於
て
は
物
価
勝
貨
に
因
る
貸
出
金
元
本
の
劉
失

補
償
は
金
利
に
折
、
込
ま
れ
る
も
の
で
は
な
ぐ
、
貸
出
金
元
本
そ
の
も
の
に
対
す
る
金
計
算
の

採
用
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
の
で
、
物
価
剛
腕
貨
と
金
利
脚
質
と
を
比
較
す
れ
ば
、
後
者
が
遥
か

に
遅
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
む
し
ろ
両
者
を
対
照
す
る
こ
と
自
体
が
意
味
を
為
き
な
く
な

る。

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
け
る
金
刺
鵬
貨
の
緩
慢
な
る
理
由
に
付
て

金
融
機
関
の
「
貨
幣
錯
覚
」

右
例
に
述
べ
た
如
く
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
於
て
は
貸
山
金
元
本
は
時
々
刻
々

物
価
勝
賞
に
応
じ
て
、
実
質
価
値
に
損
失
を
蒙
る
が
貸
出
と
見
合
ふ
預
金
に
就
い
て
も
同
様

で
あ
り
、
而
も
貸
出
利
率
は
、
随
時
引
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
預
金
利
率
は
大
体

に
於
て
固
定
し
て
い
る
の
而
も
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
過
程
に
於
て
貯
蓄
的
な
長
期
預

金
は
激
減
し
、
貸
出
の
振
替
に
因
る
当
座
的
な
要
求
払
預
金
が
預
金
の
大
部
分
と
な
る
の

で
、
預
金
利
息
支
払
の
負
担
は
そ
れ
だ
け
減
少
す
る
。
従
っ
て
、
人
件
費
、
物
件
費
が
膨
脹

す
る
に
せ
よ
、
そ
の
総
経
費
中
に
於
て
占
む
る
比
率
が
若
し
〈
大
と
な
ら
ざ
る
限
り
は
貸
出

刺
率
の
引
上
が
物
価
脚
質
に

-Aば
な
〈
と
も
収
支
計
算
に
於
て
収
益
を
収
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
此
の
収
益
は
、
全
〈
名
目
的
な
も
の
に
過

F
な
い
が
、
金
融
機
関
が
「
貨
幣
錯
覚
」

に
陥
り
、
物
価
腕
貨
に
対
し
金
利
引
上
を
遅
ら
せ
て
し
ま
ふ
傾
向
が
あ
る
と
と
は
否
め
な
い

事
実
で
あ
る
。

令市

政
府
が
余
剰
の
腕
貨
を
抑
制
す
る
こ
と
。

イ
シ
フ
レ
l
シ
ヨ
ン
の
進
行
は
、
赤
字
公
債
増
発
に
因
る
通
貨
の
膨
脹
に
基
〈
の
を
常
と

す
る
が
、
其
の
場
合
政
府
は
、
公
債
の
消
化
促
進
、
既
発
公
債
の
価
格
維
持
、
並
び
に
公
債

利
払
負
担
増
加
の
回
避
企
図
る
為
め
、
経
済
の
実
勢
が
高
金
剰
に
向
ふ
に
拘
ら
ず
市
中
金
利

が
国
債
利
廻
を
若
し
〈
上
廻
る
の
を
抑
制
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
市
中
金
利
に
対
し
、
最
高

刺
率
の
設
定
を
為
す
こ
と
も
あ
る
、
市
も
一
般
に
金
融
機
関
の
金
利
に
就
い
て
は
、
そ
の
性

質
上
統
制
が
比
較
的
容
易
で
あ
り
、

E
確
実
に
遵
守
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
丈
け
に
金
利
は

益
々
物
価
に
遅
れ
る
こ
と
L
な
る
。

以
上
述
べ
た
る
が
如
〈
、
イ
ン
フ
レ
l
ジ
ョ
ン
下
に
於
て
は
金
利
が
物
価
に
遅
れ
る
の
は
調

は
ば
宿
命
的
な
も
の
と
す
ら
云
え
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
金
利
の
引
上
に
因
り
悪
性
イ

ン
フ

レ
ー
シ

ョ
ン
を
防
止
す
る
様
な
事
態
は
殆
ん
ど
予
恕
し
得
な
い
。
(
中
村
)

(:.) 

一
四
七


